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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡装置の画像信号処理ユニット内の
光源ユニットに少なくとも二色の発光ダイオードを用い
て十分な照明光量を得られるように構成し、スコープの
撮像センサの分光感度特性の偏りに拘わらずに色むらの
ない内視鏡像を得る。
【解決手段】  光源ユニット（３０）が十分な照明光量
を得るための少なくとも二色の発光ダイオード群から成
り、それぞれの色の発光ダイオード群の発光ダイオード
の個数が撮像センサのそれぞれの色の分光感度特性の偏
りを相殺するように設定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  スコープと、このスコープの遠位端に設
けられた撮像センサと、前記スコープの近位端に着脱自
在に接続させられる画像信号処理ユニットとを具備し、
前記撮像センサで順次得られる１フレーム分の画素信号
を前記画像信号処理ユニットで適宜処理した後にそこか
らビデオ信号として出力するように構成され、更に、前
記スコープの遠位端の前方を照明するための照明光を導
くべく該スコープに挿通させられた光ガイドケーブル
と、前記画像信号処理ユニット内に設けられた光源ユニ
ットとを具備し、前記画像信号処理ユニットへの前記ス
コープの接続時に該光ガイドケーブルの近位端が前記光
源ユニットに光学的に接続される電子内視鏡装置におい
て、
前記光源ユニットが十分な照明光量を得るための少なく
とも二色の発光ダイオード群から成り、それぞれの色の
発光ダイオード群の発光ダイオードの個数が前記撮像セ
ンサのそれぞれの色の分光感度特性の偏りを相殺するよ
うに設定されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡装置におい
て、前記光源ユニットが前記少なくとも２色の発光ダイ
オード群を配列させたＬＥＤアレイ光源と、このＬＥＤ
アレイ光源を駆動させるＬＥＤドライバとを含み、前記
ＬＥＤアレイ光源が前記ＬＥＤドライバに対して着脱自
在とされていることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】  請求項２に記載の電子内視鏡装置におい
て、前記スコープとして、少なくとも２つのタイプのも
のが用意され、前記ＬＥＤアレイ光源として、前記スコ
ープのそれぞれのタイプに応じた２つのタイプのものが
用意されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項４】  請求項３に記載の電子内視鏡装置におい
て、前記スコープのいずれか一方のタイプのものが前記
画像信号処理ユニットに接続され、かつ前記ＬＥＤアレ
イ光源の２つのタイプのいずれが一方のタイプのものが
前記ＬＥＤドライバに接続されたとき、該スコープと該
ＬＥＤアレイ光源とが互いに対応したものであるか否か
を判別するための判別手段と、この判別手段によって該
スコープと該ＬＥＤアレイ光源とが互いに対応しないも
のと判別されたとき、エラー表示を行うための表示手段
とが設けられることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項５】  請求項３または４に記載の電子内視鏡装
置において、前記ＬＥＤアレイ光源が前記ＬＥＤドライ
バに接続されたとき、前記ＬＥＤアレイ光源がいずれの
タイプのものであるかを判別する判別手段が設けられ、
この判別手段によって判別されたタイプに応じて前記Ｌ
ＥＤドライバによる前記ＬＥＤアレイ光源の駆動態様が
変えられることを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、スコープ (内視
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鏡)と、このスコープの遠位端に設けられた撮像センサ
と、該スコープの近位端に接続させられた画像信号処理
ユニットとから成る電子内視鏡装置であって、撮像セン
サで得られた画素信号を画像信号処理ユニットで適宜処
理した後にそこからビデオ信号として出力するように構
成された電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように、電子内視鏡装置は臓器の
内部例えば代表的には胃の内部を観察するために用いら
れる。従って、電子内視鏡装置のスコープの撮像センサ
で臓器の内部映像（所謂、内視鏡像）を得るためには該
スコープの遠位端の前方即ち撮像センサの前方を照明す
ることが必要となる。そこで、電子内視鏡装置のスコー
プには光ガイドケーブルが挿通させられ、その遠位端は
該スコープの遠位端面に設けられた照明用レンズに光学
的に接続される。一方、電子内視鏡装置の画像信号処理
ユニット内には光源ユニットが設けられ、画像信号処理
ユニットへのスコープの接続時に該光ガイドケーブルの
近位端が光源ユニットに光学的に接続される。かくし
て、電子内視鏡装置のスコープが臓器内に挿入されたと
き、該スコープの遠位端の前方側が照明され、これによ
り撮像センサによる臓器内部の観察が可能となる。
【０００３】従来、画像信号処理ユニット内の光源ユニ
ットには白色ランプとして例えばハロゲンランプやキセ
ンノンランプ等が使用されるが、このようなランプの寿
命は短く、例えばハロゲンランプの場合にはその寿命80
ないし120時間程度である。従って、従来の電子内視鏡
装置では、煩わしいランプの交換を頻繁に行わなければ
ならないという問題があった。また、別の問題として、
かかる白色ランプの色温度分布がその寿命中に経時的に
変化するので、適正な色バランスの内視鏡を得るために
は電子内視鏡装置の使用の度毎に煩わしいホワイトバラ
ンス補正を行わなければならないという点も挙げられ
る。
【０００４】そこで、電子内視鏡装置の照明用光源とし
て、上述したような白色ランプの代わりに、発光素子例
えば発光ダイオード（ＬＥＤ）を利用することが提案さ
れている。例えば、特開昭63-260526号公報には、電子
内視鏡のスコープの遠位端に例えば赤色、緑色及び青色
の三原色のＬＥＤを設けて白色光源として用いることが
提案されている。詳述すると、一般的に、同じ作動電流
下では、赤色ＬＥＤの発光量は最も大きく、青色ＬＥＤ
の発光量は最も小さく、緑色ＬＥＤの発光量はその中間
となる。そこで、電子内視鏡装置のスコープの遠位端に
設けるべき赤色ＬＥＤの数を最も小さくし、緑色ＬＥＤ
の数を中間とし、青色ＬＥＤの数を最も大きくすること
により、三原色のＬＥＤによる白色光源が得られること
になる。
【０００５】勿論、各色のＬＥＤの寿命は上述したハロ
ゲンランプやキセノンランプ等に比べると遥かに長く、
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電子内視鏡の操作者や管理者は上述したような煩わしい
ランプ交換作業から解放され得る。しかしながら、電子
内視鏡のスコープの遠位端には撮像センサの他に鉗子チ
ャンネルの開口部、送水口、送気口等が設けられるの
で、該スコープの遠位端に三原色のＬＥＤを設けて白色
光源とする態様では、そこに設けられるべきＬＥＤの全
体的な数量には制限があり、十分な照明光量が得られな
いという点が問題となる。
【０００６】詳述すると、撮像センサには焦点深度の深
い対物レンズが組み合わされ、このため撮像センサでは
そこから比較的遠方の被写体まで焦点の合った像が得ら
れることになるが、その比較的遠方の被写体までは十分
な照明光が届かず、このため比較的遠方の被写体につい
ては鮮明な再現画像が得られないということになる。要
するに、上述の特許公開公報に開示されたＬＥＤによる
光源装置では、撮像センサの近くの被写体を鮮明に観察
することはできたとしても、遠方の被写体については鮮
明に観察し得ないという点が問題となる。
【０００７】また、上述の特許公開公報では、三原色の
ＬＥＤのそれぞの設置数については白色光源が得られる
ように調節されているが、しかしたとえ白色光源が得ら
れたとしても、スコープの撮像センサ自体はそれぞれ特
有の分光感度特性を示すことになるので、色むらのない
内視鏡像を得るためには、従来の場合と同様に、ホワイ
トバランス補正は不可欠な処理となる。要するに、三原
色のＬＥＤのそれぞれの設置数を調節して白色光源とす
ることは色むらのない内視鏡像を得るために好ましいこ
とと言えるが、しかし撮像センサ自体の特有の分光感度
特性を勘案したとき、三原色のＬＥＤのそれぞれの設置
数を調節して白色光源とすることが色むらのない内視鏡
像を得るということに直ちに結び付く訳でない。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は、上述したようなタイプの電子内視鏡装置であって、
その画像信号処理ユニット内の光源ユニットに少なくと
も二色の発光ダイオードを用いて十分な照明光量を得ら
れるように構成すると共にそのスコープの撮像センサの
分光感度特性の偏りに拘わらずに色むらのない内視鏡像
を得られるように構成した電子内視鏡装置を提供するこ
とである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
装置は、スコープと、このスコープの遠位端に設けられ
た撮像センサと、該スコープの近位端に着脱自在に接続
させられる画像信号処理ユニットとを具備し、該撮像セ
ンサで順次得られる１フレーム分の画素信号は画像信号
処理ユニットで適宜処理した後にそこからビデオ信号と
して出力される。また、電子内視鏡は、更に、スコープ
の遠位端の前方を照明するための照明光を導くべく該ス
コープに挿通させられた光ガイドケーブルと、画像信号
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処理ユニット内に設けられた光源ユニットとを具備し、
画像信号処理ユニットへのスコープの接続時に該光ガイ
ドケーブルの近位端が光源ユニットに光学的に接続させ
られる。本発明によれば、そのような電子内視鏡装置に
おいて、光源ユニットが十分な照明光量を得るための少
なくとも二色の発光ダイオード群から成り、それぞれの
色の発光ダイオード群の発光ダイオードの個数が撮像セ
ンサのそれぞれの色の分光感度特性の偏りを相殺するよ
うに設定されることが特徴とされる。
【００１０】好ましくは、光源ユニットは少なくとも２
色の発光ダイオード群を配列させたＬＥＤアレイ光源
と、このＬＥＤアレイ光源を駆動させるＬＥＤドライバ
とを含み、ＬＥＤアレイ光源はＬＥＤドライバに対して
着脱自在とされる。このような場合、スコープとして、
少なくとも２つのタイプのものが用意され、またＬＥＤ
アレイ光源として、該スコープのそれぞれのタイプに応
じた２つのタイプものが用意される。
【００１１】本発明による電子内視鏡装置において、好
ましくは、スコープのいずれか一方のタイプのものが画
像信号処理ユニットに接続され、かつＬＥＤアレイ光源
の２つのタイプのいずれが一方のタイプのものがＬＥＤ
ドライバに接続されたとき、該スコープと該ＬＥＤアレ
イ光源とが互いに対応したものであるか否かを判別する
ための判別手段と、この判別手段によって該スコープと
該ＬＥＤアレイ光源とが互いに対応しないものと判別さ
れたとき、エラー表示を行うための表示手段とが設けら
れる。
【００１２】本発明による電子内視鏡装置において、好
ましくは、ＬＥＤアレイ光源がＬＥＤドライバに接続さ
れたとき、該ＬＥＤアレイ光源がいずれのタイプのもの
であるかを判別する判別手段が設けられ、この判別手段
によって判別されたタイプに応じてＬＥＤドライバによ
るＬＥＤアレイ光源の駆動態様が変えられるようにされ
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】次に、本発明による電子内視鏡装
置の実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１４】図１を参照すると、本発明による電子内視
鏡装置の第1の実施形態がブロック図として概略的に示
される。電子内視鏡装置はスコープ(内視鏡)１０と、こ
のスコープ１０を着脱自在に接続するようになった画像
信号処理ユニット（所謂、プロセッサ）１２とを具備す
る。本実施形態では、後述するように、スコープ１０と
して２つのタイプのものが用意され、これら２つのタイ
プのスコープ１０によって画像信号処理ユニット１２は
共用される。
【００１５】スコープ１０には固体撮像素子例えばＣＣ
Ｄ(charge-coupled device) 撮像素子から成る撮像セン
サ１４が設けられ、この撮像センサ１４はそのＣＣＤ撮
像素子と組み合わされた対物レンズ１６を備える。ま
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た、スコープ１０内には光ファイバー束から成る照明用
光ガイドケーブル１８が挿通させられ、この光ガイドケ
ーブル１８の遠位端は照明用配光レンズ２０と組み合わ
される。なお、図１では、体腔内の組織の一部が参照符
号Ｔでもって模式的に図示されている。
【００１６】図２及び図３を参照すると、２つのタイプ
のスコープ１０がそれぞれ概略的に示され、これらスコ
ープ１０の外観は実質的に同じであるが、しかし一方の
タイプのスコープ１０で使用される撮像センサ１４は他
方のタイプのスコープ１０で使用される撮像センサ１４
とは異なったものとなっている。なお、ここでは、図２
及び図３の示すスコープ１０についてはそれぞれＡタイ
プ及びＢタイプととして言及することにする。図２に示
すＡタイプのスコープ１０では、撮像センサ１４は所謂
モノクロ（単色）ＣＣＤから構成されるものであり、図
３に示すＢタイプのスコープ１０は所謂オン・チップ・
カラー・フィルタを持つＣＣＤから構成されるものであ
る。
【００１７】いずれのタイプにしても、スコープ１０は
剛性構造となった操作部１０ａと、この操作部１０ａか
ら延在した可撓性導管即ち挿入部１０ｂとから成る。操
作部１０ａには挿入部１０ｂの先端部を向きを操作する
ための操作稈や種々のスイッチ類等が設けられるが、図
２及び図３では、それら操作稈やスイッチ類は省かれて
いる。挿入部１０ｂの先端即ち遠位端面には上述した対
物レンズ１６及び照明用配光レンズ２０が配設される。
【００１８】図２及び図３から明らかなように、スコー
プ１０は更に操作部１０ｂから延びる可撓性の接続ケー
ブル１０ｃを具備し、その近位端側には接続部１０ｄが
設けられる。接続部１０ｄは電気コネクタ１０ｅ及び光
コネクタ１０ｆを備え、電気コネクタ１０ｅの内部には
所定の数のコンタクトピンが設けられ、光コネクタ１０
ｆは光ガイドロッドとして構成され、その内端には光ガ
イドケーブル１８の近位端が光学的に接続される。
【００１９】図４を参照すると、画像信号処理ユニット
１２の外観が概略的に示され、この画像信号処理ユニッ
ト１２は方形のハウジング１２ａから成り、その一方の
壁面には、電気コネクタ１０ｅと接続されるようになっ
た電気ソケット１２ｂと、光コネクタ即ち光ガイドロッ
ド１０ｆを受け入れるようになった光ソケット１２ｃと
が設けられる。スコープ１０の接続部１０ｄを手動操作
することにより電気コネクタ１０ｅ及び光ガイドロッド
１０ｆは画像信号処理ユニット１２の電子ソケット１２
ｂ及び光ソケット１２ｃにそれぞれ接続される。なお、
図４において、参照符号１２ｄは画像信号処理ユニット
１２の主電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチを示す。
【００２０】図１に示すように、撮像センサ１４からは
入力ライン２２と出力ライン２４とが延び、これら入力
ライン２２及び出力ライン２４は電気コネクタ１０ｅと
電子ソケット１２ｂとの接続時に画像信号処理ユニット

6
１２内のＣＣＤドライバ２６及びＣＣＤプロセス回路２
８にそれぞれ接続される。ＣＣＤドライバ２６は撮像セ
ンサ１４から１フレーム分の画素信号を読み出すための
読出しクロックパルスを出力し、この読出しクロックパ
ルスは入力ライン２２を通して撮像センサ１４に入力さ
れる。撮像センサ１４から読み出された画素信号は出力
ライン２４を通してＣＣＤプロセス回路２８に対して出
力され、ＣＣＤプロセス回路２８では読出し画素信号に
対して種々の処理が行われる。例えば、読出し画素信号
はＣＣＤプロセス回路２８で一旦増幅された後にサンプ
リングされ、次いでガンマ補正等の適当な画像処理を受
ける。
【００２１】また、光ガイドケーブル１８の近位端側の
部分も接続ケーブル１０ｃ内に挿通させられ、光ガイド
ロッド１０ｆと光ソケット１２ｃとの接続時に該光ガイ
ドロッド１０ｆの先端面が画像信号処理ユニット１２内
の光源ユニット３０に光学的に接続される。光源ユニッ
ト３０は光源として多数の発光ダイオード（ＬＥＤ）か
ら成るＬＥＤアレイ光源３２と、このＬＥＤアレイ光源
３２を動作させて発光させるＬＥＤドライバ３４と、Ｌ
ＥＤアレイ光源３２からの発光を光ガイドロッド１０ｆ
の先端面に集光させるための集光レンズ３６とを包含す
る。かくして、ＬＥＤアレイ光源３２からの発光は照明
光として光ガイドケーブル１８及び照明用配光レンズ２
０を介しスコープ１０の遠位端から射出させられ、その
射出光により被写体Ｔは照明される。
【００２２】ＬＥＤアレイ光源３２はＬＥＤドライバ３
４に対して着脱自在とされ、ＬＥＤアレイ光源３２がＬ
ＥＤドライバ３４に接続されているか否かを検出するた
めに、光源ユニット３０にはマイクロスイッチ３７が設
けられる（図１）。即ち、ＬＥＤアレイ光源３２がＬＥ
Ｄドライバ３４に接続されたとき、マイクロスイッチ３
７はオンされ、ＬＥＤアレイ光源３２がＬＥＤドライバ
３４から外されたとき、マイクロスイッチ３７はオフさ
れる。
【００２３】ＬＥＤアレイ光源３２は三原色の発光ダイ
オード群、即ち赤色発光ダイオード群、緑色発光ダイオ
ード群及び青色発光ダイオード群を具備し、これら三原
色の発光ダイオードの総数は本実施形態では例えば49個
とされる。図４に示すように、ＬＥＤアレイ光源３２は
矩形状板部材３２ａから成り、総計49個の発光ダイオー
ドは矩形状板部材３２ａの一部領域に7×7のマトリック
ス状に配置され、これにより該一部領域は発光領域３２
ｂとされる。
【００２４】本実施形態においては、スコープ１０の場
合と同様に、ＬＥＤアレイ光源３２も２つのタイプのも
のが用意される。いずれのタイプのＬＥＤアレイ光源３
２が使用されるかは画像信号処理ユニット１２に接続さ
れるスコープ１０のタイプに応じて決められる。
【００２５】図５及び図６を参照すると、２つのタイプ
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7
のＬＥＤアレイ光源３２がそれぞれ示され、これらＬＥ
Ｄアレイ光源３２の外観は実質的に同じであるが、しか
し一方のタイプのＬＥＤアレイ光源３２で使用される49
個の発光ダイオード中の三原色の発光ダイオードの各色
の個数の比率と他方のタイプのＬＥＤアレイ光源３２で
使用される49個の発光ダイオード中の三原色の発光ダイ
オードの各色の個数の比率とは後述するように互いに異
なっている。なお、ここでは、上述したスコープ１０の
場合と同様に、図５及び図６の示すＬＥＤアレイ光源３
２についてはそれぞれＡタイプ及びＢタイプとして言及
され、Ａタイプのスコープ１０（図２）が画像信号処理
ユニット１２に接続されるとき、ＡタイプのＬＥＤアレ
イ光源３２（図５）が用いられ、Ｂタイプのスコープ１
０（図３）が画像信号処理ユニット１２に接続されると
き、ＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２（図６）が用いら
れる。
【００２６】図５及び図６に示すように、矩形状板部材
３２ａの裏側の下端に隣接してコネクタ３２ｃが取り付
けられ、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２のコネクタ３
２ｃには５本のコンタクトピン３２ｄ

1
、３２ｄ

2
、３２

ｄ
3
、３２ｄ

4
及び３２ｄ

5
が設けられ、これに対してＢ

タイプのＬＥＤアレイ光源３２のコネクタ３２ｃには４
本のコンタクトピン３２ｄ

1
、３２ｄ

2
、３２ｄ

3
及び３

２ｄ
4
が設けられる。４本のコンタクトピン３２ｄ

1
、３

２ｄ
2
、３２ｄ

3
及び３２ｄ

4
はＬＥＤドライバ３４に接

続され、これにより個々の発光ダイオードは該ＬＥＤド
ライバ３４から給電されるようになっている。
【００２７】なお、コンタクトピン３２ｄ

5
はＡタイプ

のＬＥＤアレイ光源３２及びＢタイプのＬＥＤアレイ光
源３２のいずれかがＬＥＤドライバ３４に接続されたか
を識別するためのものであり、ＬＥＤドライバ３４には
後述するようにコンタクトピン３２ｄ

5
の接続を検出す

るための検出回路が組み込まれる。
【００２８】図４に示すように、画像信号処理ユニット
１２のハウジング１２ａにはＬＥＤアレイ光源３２を装
着するための切欠き開口部１２ｅが形成され、その切欠
き開口部１２ｅの底部にはコンタクトピン（３２ｄ

1
、

３２ｄ
2
、３２ｄ

3
、３２ｄ

4
、３２ｄ

5
）を受け入れるよ

うになったソケット（図示されない）が設けられ、この
ソケットを介してコンタクトピン（３２ｄ

1
、３２ｄ

2
、

３２ｄ
3
、３２ｄ

4
、３２ｄ

5
）はＬＥＤドライバ３４の

所定の各信号ライン接続される。要するに、ＬＥＤアレ
イ光源３２はその矩形状板部材３２ａの上方側を手で持
って切欠き開口部１２ｅ内に挿入させられ、これにより
上述のソケットに対するコンタクトピン（３２ｄ

1
、３

２ｄ
2
、３２ｄ

3
、３２ｄ

4
、３２ｄ

5
）の接続が手動操作

で行われるようになっている。
【００２９】勿論、ＬＥＤアレイ光源３２がハウジング
１２の切欠き開口部１２ｅ内に所定位置で装着されてコ
ンタクトピン（３２ｄ

1
、３２ｄ

2
、３２ｄ

3
、３２ｄ

4
、

8
３２ｄ

5
）とソケットとの接続が適正に行われたとき、

矩形状板部材３２ａの発光領域３２ｂの中心は光ソケッ
ト１２ｃにほぼ整列させられ、このため該光ソケット１
２ｅに光ガイドロッド１０ｆが接続されたとき、発光領
域３２ｂからの射出光は集光レンズ３６（図１）によっ
て光ガイドロッド１０ｆ（図２及び図３）の端面に効率
的に集光させられる。
【００３０】上述したマイクロスイッチ３７（図１）は
切欠き開口部１２ｅの底部の適当な箇所は配置され、通
常時はオフ状態となっている。ＬＥＤアレイ光源３２が
切欠き開口部１２ｅ内に装着されてＬＥＤドライバ３４
に接続されると、マイクロスイッチ３７は矩形状板部材
３２ａの一部と係合し、これによりマイクロスイッチ３
６はオフ状態からオン状態に切り換わり、ＬＥＤアレイ
光源３２が装着されている間、マイクロスイッチ３７の
オン状態は維持される。勿論、ＬＥＤアレイ光源３２が
切欠き開口部１２ｅから抜き出されたときには、マイク
ロスイッチ３７はオン状態からオフ状態に戻る。
【００３１】なお、切欠き開口部１２ｅの底部に矩形状
板部材３２ａの下端縁を受け入れるようになったガイド
溝部を形成し、そのガイド溝部に該下端縁を挿入するこ
とにより、コンタクトピン（３２ｄ

1
、３２ｄ

2
、３２ｄ

3
、３２ｄ

4
、３２ｄ

5
）とソケットとの接続が確実に行

い得るようにすることが好ましく、またコネクタ３２ｃ
の下縁周囲から下方に延びるスカート部を設けてコンタ
クトピン（３２ｄ

1
、３２ｄ

2
、３２ｄ

3
、３２ｄ

4
、３２

ｄ
5
）を保護し得るようにすることも好ましい。

【００３２】図１に示すように、画像信号処理ユニット
１２内にはシステコントローラ３８が設けられ、このシ
ステムコントローラ３８は例えばマイクロコンピュータ
から構成される。即ち、システムコントローラ３８は中
央処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行する
ためのプログラム、定数等を格納する読出し専用メモリ
（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み／読出
し自在なメモリ（ＲＡＭ）、入出力インターフェース
（Ｉ／Ｏ）を包含し、後述するように電子内視鏡の作動
全般を制御する。
【００３３】また、画像信号処理ユニット１２内にはタ
イミングジェネレータ４０が設けられ、このタイミング
ジェネレータ４０からは種々の周波数の制御クロックパ
ルスが出力され、これら制御クロックパルスに従って電
子内視鏡の個々の動作タイミングが制御される。例え
ば、上述したＣＣＤドライバ２６から撮像センサ１４へ
の読出しクロックパルスの出力タイミングやＣＣＤプロ
セス回路２８での読出し画素信号の処理タイミング等が
タイミングジェネレータ４０からの所定の制御クロック
パルスに従って制御される。また、ＬＥＤドライバ３４
もタイミングジェネレータ４０から出力される制御クロ
ックパルスに従って動作させられ、これによりＬＥＤア
レイ光源３２の発光ダイオードの発光が後述するように
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所定の態様で制御される。
【００３４】上述したように、Ａタイプのスコープ１０
の撮像センサ１４はモノクロＣＣＤから構成され、一方
Ｂタイプのスコープ１０の撮像センサ１４はオン・チッ
プ・カラー・フィルタを持つＣＣＤから構成される。こ
の場合、双方のタイプの撮像センサ１４で得られる１フ
レーム分の画素数は互いに異なり、このためＣＣＤドラ
イバ２６からＡタイプのスコープ１０の撮像センサ１４
及びＢタイプのスコープ１０の撮像センサ１４のそれぞ
れに出力されるべき読出しクロックパルスの周波数は互
いに異なったものとなる。同様に、ＣＣＤプロセス回路
２８での読出し画素信号の処理タイミングもＡタイプの
スコープ１０の撮像センサ１４の場合とＢタイプのスコ
ープ１０の撮像センサ１４の場合とでは異なる。従っ
て、Ａタイプのスコープ１０及びＢタイプのスコープ１
０のいずれかが画像信号処理ユニット１２に接続された
とき、そのスコープ１０（撮像センサ１４）のタイプに
応じた制御クロックパルスがシステムコントローラ３８
の制御下でタイミングジェネレータ４０から出力される
ようになっている。
【００３５】また、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２と
ＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２とでは、三原色の発光
ダイオードを発光させる態様が後述するように互いに異
なり、いずれのタイプのＬＥＤアレイ光源３２が用いら
れたとき、そのタイプに応じた制御クロックパルスがシ
ステムコントローラ３８の制御下でタイミングジェネレ
ータ４０から出力されるようになっている。
【００３６】図７及び図８を参照すると、ＡタイプのＬ
ＥＤアレイ光源３２をＬＥＤドライバ３４に接続された
際の回路構成とＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２をＬＥ
Ｄドライバ３４に接続された際の回路構成とがそれぞれ
示される。
【００３７】図７及び図８に示すように、双方のタイプ
のＬＥＤアレイ光源３２では、赤色発光ダイオード
（Ｒ）、緑色発光ダイオード（Ｇ）及び青色発光ダイオ
ード（Ｂ）はそれぞれ直列に接続され、それぞれの色の
発光ダイオード列のカソード側には上述したコンタクト
ピン３２ｄ

2
、３２ｄ

3
及び３２ｄ

4
が接続される。

【００３８】一方、ＬＥＤドライバ３４には三原色の発
光ダイオードの電源回路（図示されない）が設けられ、
この電源回路により、それぞれの色の発光ダイオード列
のアノード側には電源電圧Ｖ

cc
がコンタクトピン３２ｄ

1
を介して印加される。また、ＬＥＤドライバ３４には
トランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
が設けられ、これらト

ランジスタＴ
r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のコレクタはそれぞれコ

ンタクトピン３２ｄ
2
、３２ｄ

3
及び３２ｄ

4
に接続され

るようになっており、各トランジスタ（Ｔ
r1
、Ｔ

r2
、Ｔ

r3
）のエミッタは適当な抵抗（Ｒ

1
、Ｒ

2
、Ｒ

3
）を介し

て接地される。各トランジスタ（Ｔ
r1
、Ｔ

r2
、Ｔ

r3
）の

ベースはタイミングジェネレータ４０に接続され、所定

10
の周波数の制御クロックパルスがタイミングジェネレー
タ４０から各トランジスタ（Ｔ

r1
、Ｔ

r2
、Ｔ

r3
）のベー

スに印加される。勿論、各トランジスタ（Ｔ
r1
、Ｔ

r2
、

Ｔ
r3
）のベースに制御クロックパルスが印加されると、

個々の制御クロックパルスのパルス幅に応じた時間だけ
その該当色の発光ダイオード（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が発光させ
られる。本発明では、三原色のそれぞれの色の発光ダイ
オード（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は同じ強度で発光するように制御
され、このような制御については、抵抗Ｒ

1
、Ｒ

2
及びＲ

3
の抵抗値を適宜調整することにより可能である。
【００３９】なお、後述するように、ＡタイプのＬＥＤ
アレイ光源３２とＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２との
いずれかがＬＥＤドライバ３４に接続されているかによ
って、各トランジスタ（Ｔ

r1
、Ｔ

r2
、Ｔ

r3
）のベースに

印加されるべき制御クロックパルスの周波数が異なり、
またＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２が用いられている
ときには、三原色のそれぞれの色の発光ダイオードは所
定の順序で周期的に発光させられるのに対して、Ｂタイ
プのＬＥＤアレイ光源３２が用いられているときには、
三原色のそれぞれの色の発光ダイオードは所定の周期で
同時に発光させられることになる。
【００４０】ＬＥＤドライバ３４には更に検出回路３４
ａが設けられ、この検出回路３４ａは比較的大きな抵抗
値を持つ抵抗Ｒ

4
と、アナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変

換器３４ｂとから成る。図７に示すように、Ａタイプの
ＬＥＤアレイ光源３２、即ちコンタクトピン３２ｄ

5
を

持つＬＥＤアレイ光源３２がＬＥＤドライバ３４に接続
されたとき、抵抗Ｒ

4
の一端はコンタクトピン３２ｄ

5
に

接続され、コンタクトピン３２ｄ
5
は抵抗Ｒ

4
に比べて十

分小さい抵抗値を持つ抵抗Ｒ
5
を介して電源電圧Ｖ

cc
に

接続される。また、抵抗Ｒ
4
の一端は分岐してＡ／Ｄ変

換器３４ｂを介してシステムコントローラ３８に接続さ
れ、該抵抗Ｒ

4
の他端は接地される。従って、ＬＥＤド

ライバ３４に対してＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２が
接続されると、検出回路３４ａの抵抗Ｒ

4
の一端には電

源電圧Ｖ
cc
と抵抗Ｒ

4
及びＲ

5
とで決まる電圧が発生し、

この電圧はＡ／Ｄ変換３４ｂによってデジタル値に変換
された後にシステムコントローラ３８によって検出され
る。
【００４１】一方、図８に示すように、ＢタイプのＬＥ
Ｄアレイ光源３２、即ちコンタクトピン３２ｄ

5
を持た

ないＬＥＤアレイ光源３２がＬＥＤドライバ３４に接続
された場合には、抵抗Ｒ

4
の一端に電圧Ｖ

cc
が印加され

ることはなく、このため抵抗Ｒ
4
の一端側の電位は接地

レベルとなる。かくして、システムコントローラ３８
は、検出回路３４ａの抵抗Ｒ

4
の一端側の電圧レベルを

検出するこによって、ＬＥＤドライバ３４に接続されて
いるＬＥＤアレイ光源３２がＡタイプのものであるかＢ
タイプのものであるを判断するこことができる。
【００４２】なお、ＬＥＤアレイ光源３２が画像信号処
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11
理ユニット１２の切欠き開口部１２ｅ内に装着されたか
否かについては、上述したマイクロスイッチ３７のオン
状態或いはオフ状態をシステムコントローラ３８で検出
することにより判断することができる。
【００４３】既に述べたように、Ａタイプのスコープ１
０の撮像センサ１４はモノクロＣＣＤから構成され、こ
のＡタイプのスコープ１０が画像信号処理ユニット１２
接続されたときには、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２
（図５）が用いられる。モノクロＣＣＤから構成された
撮像センサ１４でカラー内視鏡像を得るために面順次方
式が採用され、このときＡタイプのＬＥＤアレイ光源３
２の三原色のそれぞれの色の発光ダイオードは所定の順
序で周期的に発光させられる。
【００４４】詳述すると、例えば、図９のタイミングチ
ャートに示すように、制御クロックパルスA-CLCK1、A-C
LK2及びA-CLK3がタイミングジェネレータ４０からトラ
ンジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のそれぞれのベースに対し

て出力され、これら制御クロックパルスA-CLCK1、A-CLK
2及びA-CLK3に従って、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３
２の赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード及び青色
発光ダイオードが順次周期的に発光される。各色の発光
ダイオードの発光時、撮像センサ１４はその色の光で露
光され、このとき撮像センサ１４の受光面には被写体Ｔ
の被写体像が対物レンズ１６によって結像される。即
ち、赤色被写体像、緑色被写体像及び青色被写体像が対
物レンズ１６によって順次結像させられ、各色の被写体
像は撮像センサ１４によって１フレーム分のアナログ画
素信号に光電変換される。
【００４５】一方、図９のタイミングチャートから明ら
かなように、三原色のそれぞれの色の露光が完了する
と、ＣＣＤドライバ２６からは一連の読出しクロックパ
ルスが撮像センサ１４に対して出力され、これにより撮
像センサ１４からはその該当色の１フレーム分のアナロ
グ画素信号が順次読み出され、その読出しアナログ画素
信号はＣＣＤプロセス回路２８で既に述べたような処理
を順次受ける。ＣＣＤプロセス回路２８で処理されたア
ナログ画素信号はアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器
４２（図１）によってデジタル画素信号に一旦変換させ
られる。なお、Ａ／Ｄ変換器４２でのアナログ画素信号
からデジタル画素信号への変換については、タイミング
ジェネレータ４０から出力される制御クロックパルス
（所謂サンプリング・クロックパルス）に従って行われ
る。
【００４６】次いで、１フレーム分のデジタル画素信号
はその色に応じて３つのフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ
及び４４Ｂのいずれかに書き込まれる。即ち、１フレー
ム分の赤色デジタル画素信号はフレームメモリ４４Ｒに
書き込まれ、１フレーム分の緑色デジタル画素信号はフ
レームメモリ４４Ｇに書き込まれ、１フレーム分の青色
デジタル画素信号はフレームメモリ４４Ｂに書き込まれ
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る。図９のタイミングチャートから明らかなように、１
フレーム期間が終了したとき、３つのフレームメモリ４
４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂのそれぞれへの１フレーム分の
赤色デジタル画素信号、１フレーム分の緑色画素信号及
び１フレーム分の青色画素信号の書込みが完了すること
になる。
【００４７】一方、フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂにそれぞれの色のデジタル画素信号が順次書き込
まれている間、該フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４
４Ｂからは互いに対応関係にある三原色のデジタル画素
信号が所定のタイミングで同時に読み出されてデジタル
・コンポーネント・ビデオ信号として出力される。フレ
ームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂへのデジタル画素
信号の書込み及びフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４
４Ｂからのデジタル画素信号の読出しについては、メモ
リコントローラ４６から出力される書込みクロックパル
ス及び読出しクロックパルスに従って行われ、これら書
込みクロックパルス及び読出しクロックパルスの出力タ
イミングはタイミングジェネレータ４０から出力される
制御クロックパルスによって制御される。また、コンポ
ーネント・ビデオ信号の同期信号成分はタイミングジェ
ネレータ４０で造成される。
【００４８】フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂ
から得られたデジタル・コンポーネント・ビデオ信号は
デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器４８によってアナ
ログ・コンポーネント・ビデオ信号に変換され、このア
ナログ・コンポーネント・ビデオ信号はＴＶモニタ５０
に出力され、一方同期信号成分はタイミングジェネレー
タ４０からＴＶモニタ５０に対して出力され、かくして
ＴＶモニタ５０では被写体Ｔの被写体像が内視鏡像とし
て再現表示される。なお、アナログ・コンポーネント・
ビデオ信号はＤ／Ａ変換器４８からカラーエンコーダ５
２にも出力され、また同期信号成分もカラーエンコーダ
５２に出力され、そこでアナログ・コンポーネント・ビ
デオ信号はコンポジットビデオ信号或いはＳビデオ信号
に変換された後に外部に出力され、これらコンポジット
ビデオ信号或いはＳビデオ信号は例えばビデオ・テープ
・レコーダ等（図示されない）の周辺機器で利用され
る。
【００４９】ところで、Ａタイプのスコープ１０の撮像
センサ１４は上述したようにモノクロＣＣＤから構成さ
れるものであり、このような撮像センサ１４は例えば図
１０のグラフに示すように偏った分光感度特性ＡＳを持
ち得る。即ち、Ａタイプのスコープ１０の撮像センサ１
４については、約580ないし約720nmの波長を持つ赤色光
に対して最も感度が良く、次いで約480ないし約620nmの
波長を持つ緑色光に対して感度が良く、約380ないし約5
20nmの波長を持つ青色光に対して最も感度が悪い。要す
るに、Ａタイプのスコープの撮像センサ１４の分光感度
特性ＡＳは可視光領域の長波長側に向かって次第に高感
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度となるような偏りを示す。
【００５０】一方、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２で
は、三原色のそれぞれの色の発光ダイオード（Ｒ、Ｇ、
Ｂ）は同じ強度で発光するように制御される。即ち、図
１１のグラフに示すように、赤色発光ダイオード（Ｒ）
の発光強度分布、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発光強度
分布及び青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分布につ
いては互いに実質的に同じとなるようにされている。に
もかかわらず、撮像センサ１４の分光感度特性ＡＳ（図
１０）の偏りために、赤色発光ダイオード（Ｒ）の発光
強度分布、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発光強度分布及
び青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分布は見掛け上
図１２のグラフに示すようなものとなる。即ち、赤色発
光ダイオード（Ｒ）の発光強度分布は最大で、緑色発光
ダイオード（Ｒ）の発光強度分布及び青色発光ダイオー
ド（Ｂ）の発光強度分布は順次低下する。
【００５１】従って、もし仮にＡタイプのＬＥＤアレイ
光源３２の三原色の発光ダイオードのそれぞれの色の発
光ダイオードの個数が等しく、しかも撮像センサ１４に
よって基準白色が撮影された場合には、図１３に模式的
に示すように、Ｄ／Ａ変換器４８から出力されるアナロ
グ・コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成分（Ｒ）
は最も高く、その緑色信号成分（Ｇ）は次いで高く、そ
の青色信号成分（Ｂ）は最も低くなる。勿論、そのよう
な条件下で被写体Ｔが撮像センサ１４で撮影されて、そ
の被写体像がＴＶモニタ５０で内視鏡像として再現表示
されたとき、その内視鏡像の色バランスは赤色側に偏
り、このため適正な色バランスの内視鏡像は得られな
い。
【００５２】しかしながら、実際には、図１４に模式的
に示すように、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２の三原
色の発光ダイオードのうち、赤色発光ダイオード
（Ｒ）、緑色発光ダイオード（Ｇ）及び青色発光ダイオ
ード（Ｂ）のそれぞれの個数については、９個、12個及
び24個とされ、これによりＡタイプのスコープ１０の撮
像センサ１４の分光感度特性の偏りが相殺されるように
される。即ち、赤色発光ダイオード（Ｒ）、緑色発光ダ
イオード（Ｇ）及び青色発光ダイオード（Ｂ）のそれぞ
れの個数の比率はほぼ１：２：３とされ、このため撮像
センサ１４の分光感度特性ＡＳは実質的に平坦化され
る。勿論、このような条件下で基準白色が撮像センサ１
４で撮影された場合には、図１５に模式的に示すよう
に、Ｄ／Ａ変換器４８から出力されるアナログ・コンポ
ーネント・ビデオ信号の赤色信号成分（Ｒ）、緑色信号
成分（Ｇ）は均一となり、適正な色バランスの内視鏡像
が得られることになる。
【００５３】一方、Ｂタイプのスコープ１０の撮像セン
サ１４（図３）はオン・チップ・カラー・フィルタを持
つＣＣＤから構成されるものであり、このＢタイプのス
コープ１０が画像信号処理ユニット１２接続されたとき
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には、ＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２（図６）が用い
られる。なお、本実施形態では、上述のオン・チップ・
カラー・フィルタは三原色の赤色、緑色及び青色の三原
色のカラーフィルタをモザイク状に配置したものとされ
る。このようなオン・チップ・カラー・フィルタを持つ
撮像センサ１４でカラー内視鏡像を得るために所謂同時
撮像方式が採用され、本実施形態では、ＢタイプのＬＥ
Ｄアレイ光源３２の三原色のそれぞれの色の発光ダイオ
ードは同時にしかも周期的に発光させられる。
【００５４】例えば、図１６のタイミングチャートに示
すように、制御クロックパルスB-CLCK1、B-CLK2及びB-C
LK3が垂直同期信号と同期してタイミングジェネレータ
４０からトランジスタＴ

r1
、Ｔ

r2
及びＴ

r3
のそれぞれの

ベースに対して出力され、これら制御クロックパルスB-
CLCK1、B-CLK2及びB-CLK3に従って、ＢタイプのＬＥＤ
アレイ光源３２の赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオ
ード及び青色発光ダイオードが同時にかつ周期的に発光
される。
【００５５】詳述すると、三原色の発光ダイオードは垂
直同期信号によって規定される１フィールド期間にわた
って同時に発光され、この発光期間にわたって撮像セン
サ１４の受光面には被写体Ｔの被写体像が対物レンズ１
６によって結像される。即ち、三原色の発光ダイオード
の発光期間が撮像センサ１４のＣＣＤ感光部に対して露
光期間となる。しかしながら、その電子シャッタ機能が
動作されるまでは、蓄積電荷はＣＣＤ感光部から掃き出
される。電子シャッタ機能が動作させられると、ＣＣＤ
感光部は画素信号を得るべく電荷蓄積を開始し、三原色
の発光ダイオードの発光期間の終了時に電荷蓄積を終了
して、その蓄積電荷を画素信号としてＣＣＤ転送部に転
送する。
【００５６】図１６のタイミングチャートから明らかな
ように、撮像センサ１４のＣＣＤ感光部に対する露光が
完了すると、ＣＣＤドライバ２６からは一連の読出しク
ロックパルスが撮像センサ１４に対して出力され、これ
により撮像センサ１４のＤＤＣ転送部からは１フィール
ド分の三原色アナログ画素信号が順次読み出され、その
読出しアナログ画素信号はＣＣＤプロセス回路２８で既
に述べたような処理を順次受ける。ＣＣＤプロセス回路
２８で処理されたアナログ画素信号はアナログ／デジタ
ル（Ａ／Ｄ）変換器４２（図１）によってデジタル画素
信号に一旦変換させられ、Ａ／Ｄ変換器４２でのアナロ
グ画素信号からデジタル画素信号への変換については、
タイミングジェネレータ４０から出力される制御クロッ
クパルス（所謂サンプリング・クロックパルス）に従っ
て行われる。勿論、タイミングジェネレータ４０から出
力される制御クロックパルスはＡタイプのスコープ１０
の場合とは異なった周波数を持ち、撮像センサ１４から
のアナログ画素信号読出し、そのアナログ画素信号の処
理やＡ／Ｄ変換器４２でのデジタル画素信号のサンプリ
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ングはＡタイプのスコープ１０の場合とは異なったタイ
ミングで行われる。
【００５７】次いで、１フィールド分の三原色デジタル
画素信号に含まれるデジタル画素信号はその色に応じて
３つのフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂのいず
れかに書き込まれる。即ち、１フィールド分の赤色デジ
タル画素信号、緑色デジタル画素信号及び青色デジタル
画素信号はそれぞれフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂに書き込まれる。図１６のタイミングチャートか
ら明らかなように、１フィールド期間が終了したとき、
３つのフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂのそれ
ぞれへの１フィールド分の赤色デジタル画素信号、１フ
ィールド分の緑色画素信号及び１フィールド分の青色画
素信号の書込みが完了することになる。なお、ＮＴＳＣ
方式が採用されている場合には、１フィールド期間は1/
60秒となる。
【００５８】一方、フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び
４４Ｂにそれぞれの色のデジタル画素信号が順次書き込
まれている間、該フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４
４Ｂからは互いに対応関係にある三原色のデジタル画素
信号が所定のタイミングで同時に読み出される。即ち、
Ａタイプのスコープ１０の場合と同様に、フレームメモ
リ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂからはそれぞれの色のデジ
タル画素信号がデジタル・コンポーネント・ビデオ信号
として読み出される。勿論、フレームメモリ４４Ｒ、４
４Ｇ及び４４Ｂにデジタル画素信号を書き込む際の書込
みクロックパルス及びフレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及
び４４Ｂからデジタル画素信号を読み出す際の読出しク
ロックパルスはＢタイプのスコープ１０の撮像センサ１
４に応じたものとなっている。
【００５９】フレームメモリ４４Ｒ、４４Ｇ及び４４Ｂ
から得られたデジタル・コンポーネント・ビデオ信号は
デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器４８によってアナ
ログ・コンポーネント・ビデオ信号に変換され、その後
ＴＶモニタ５０で被写体Ｔの被写体像が内視鏡像として
再現表示されることはＡタイプのスコープ１０の場合と
同様である。また、アナログ・コンポーネント・ビデオ
信号はＤ／Ａ変換器４８からカラーエンコーダ５２に出
力され、そこでアナログ・コンポーネント・ビデオ信号
はコンポジットビデオ信号或いはＳビデオ信号に変換さ
れた後に外部に出力されることもＡタイプのスコープ１
０の場合と同様である。
【００６０】ところで、Ｂタイプのスコープ１０の撮像
センサ１４は上述したようにオン・チップ・カラー・フ
ィルタを持つものであり、このような撮像センサ１４は
例えば図１７のグラフに示すように偏った分光感度特性
ＢＳを持ち得る。即ち、Ｂタイプのスコープ１０の撮像
センサ１４については、約580ないし約720nmの波長を持
つ赤色光及び約480ないし約620nmの波長を持つ緑色光に
対して同程度の感度を持ち、約380ないし約520nmの波長
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を持つ青色光に対して幾分低感度となっている。要する
に、Ｂタイプのスコープの撮像センサ１４の分光感度特
性ＢＳは可視光領域の中間領域で高感度となっている
が、その短波長側及び長波長側で低感度となるような偏
りを示す。
【００６１】一方、上述したように、ＢタイプのＬＥＤ
アレイ光源３２でも、三原色のそれぞれの色の発光ダイ
オード（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は同じ強度で発光するように制御
されているとすると、赤色発光ダイオード（Ｒ）の発光
強度分布、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発光強度分布及
び青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分布については
互いに実質的に同じとなるようにされている（図１
１）。にもかかわらず、撮像センサ１４の分光感度特性
ＢＳ（図１７）の偏りのために、赤色発光ダイオード
（Ｒ）の発光強度分布、緑色発光ダイオード（Ｒ）の発
光強度分布及び青色発光ダイオード（Ｂ）の発光強度分
布は見掛け上図１８のグラフに示すようなものとなる。
即ち、赤色発光ダイオード（Ｒ）及び緑色発光ダイオー
ド（Ｒ）の発光強度分布ほぼ等しく、青色発光ダイオー
ド（Ｂ）の発光強度分布は多少低めとなる。
【００６２】従って、もし仮にＢタイプのＬＥＤアレイ
光源３２の三原色の発光ダイオードのそれぞれの色の発
光ダイオードの個数が等しく、しかも撮像センサ１４に
よって基準白色が撮影された場合には、Ｄ／Ａ変換器４
８から出力されるアナログ・コンポーネント・ビデオ信
号のうち青色信号成分（Ｂ）だけが低めとなる。勿論、
そのような条件下で被写体Ｔが撮像センサ１４で撮影さ
れて、その被写体像がＴＶモニタ５０で内視鏡像として
再現表示されたとき、その内視鏡像の色バランスはくず
れて緑色と赤色が強調され、このため適正な色バランス
の内視鏡像は得られない。
【００６３】そこで、実際には、図１９に模式的に示す
ように、ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２の三原色の発
光ダイオードのうち、赤色発光ダイオード（Ｒ）、緑色
発光ダイオード（Ｇ）及び青色発光ダイオード（Ｂ）の
それぞれの個数については、14個、14個及び21個とさ
れ、これによりＢタイプのスコープ１０の撮像センサ１
４の分光感度特性の偏りが相殺されるようにされる。即
ち、赤色発光ダイオード（Ｒ）、緑色発光ダイオード
（Ｇ）及び青色発光ダイオード（Ｂ）のそれぞれの個数
の比率はほぼ２：２：３とされ、このため撮像センサ１
４の分光感度特性ＡＳは実質的に平坦化される。勿論、
このような条件下で基準白色が撮像センサ１４で撮影さ
れた場合には、Ｄ／Ａ変換器４８から出力されるアナロ
グ・コンポーネント・ビデオ信号の赤色信号成分
（Ｒ）、緑色信号成分（Ｇ）は均一となり、適正な色バ
ランスの内視鏡像が得られることになる。
【００６４】図２０を参照すると、システムコントロー
ラ３８で実行されるタイミングジェネレータ設定ルーチ
ンのフローチャートが示され、このタイミングジェネレ
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ータ設定ルーチンは所定の時間間隔例えば20ms毎に実行
される時間割込みルーチンとして構成される。なお、本
ルーチンの実行開始は画像信号処理ユニット１２の電源
ＯＮ／ＯＦＦスイッチ１２ｄ（図４）がオンされた後と
され、この電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ１２ｄがオンされ
ている限り、20ms毎にその実行が繰り返される。
【００６５】ステップ２００１では、マイクロスイッチ
３７がオン状態にあるか否かが判断される。即ち、Ａタ
イプ或いはＢタイプのいずれかのＬＥＤアレイ光源３２
が画像信号処理ユニット１２の切欠き開口部１２ｅ内に
装着されたか否かが判断される。マイクロスイッチ３７
がオフのとき、即ちいずれのタイプのＬＥＤアレイ光源
３２も装着されていないとき、ステップ２００２に進
み、そこで設定確認フラグＦが“０”とされ、本ルーチ
ンは一旦終了する。その後、本ルーチンは20ms経過毎に
実行されるが、マイクロスイッチ３７がオフ状態である
限り、何等の進展もない。なお、設定確認フラグＦはタ
イミングジェネレータに対する設定が完了しているか否
かを指示するフラグであり、電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ
１２ｄのオン直後の初期状態では、Ｆ＝０とされてい
る。
【００６６】ステップ２００１でマイクロスイッチ３７
のオンが確認されたとき、即ちＡタイプ或いはＢタイプ
のＬＥＤアレイ光源３２のいずれかの装着が確認される
と、ステップ２００３に進み、そこでフラグＦが“０”
であるか否かが判断される。現段階では、Ｆ＝０である
ので、ステップ２００４に進み、そこでＬＥＤドライバ
３４の検出回路３２ａの出力電圧ＤＶが検出される。次
いで、ステップ２００５では、検出電圧ＤＶが０ボルト
以上であるか否かが判断される。即ち、画像信号処理ユ
ニット１２に装着されたＬＥＤアレイ光源３２がＡタイ
プのものであるかＢタイプのものであるかが判断され
る。
【００６７】ステップ２００５でＤＶ＞０のとき、即ち
ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２が装着されていると
き、ステップ２００６に進み、そこでタイミングジェネ
レータ４０の設定がＡタイプのスコープ１０及びＡタイ
プのＬＥＤアレイ光源３２に合わせるように行われる。
要するに、例えば、撮像センサ１４に対する露光及びそ
こからの画素信号の読出し等が図９のタイミングチャー
トに従うようにタイミングジェネレータ４０の設定が行
われる。
【００６８】一方、ステップ２００５でＤＶ＝０のと
き、即ちＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２が装着されて
いるとき、ステップ２００７に進み、そこでタイミング
ジェネレータ４０の設定がＢタイプのスコープ１０及び
ＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２に合わせるように行わ
れる。要するに、例えば、撮像センサ１４に対する露光
及びそこからの画素信号の読出し等が図１６のタイミン
グチャートに従うようにタイミングジェネレータ４０の
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設定が行われる。
【００６９】いずれにしても、タイミングジェネレータ
４０に対する設定が完了すると、ステップ２００８に進
み、そこで設定確認フラグＦは“０”から“１”に書き
換えられ、これによりタイミングジェネレータ４０の設
定が完了したことが指示される。その後、20ms経過毎に
本ルーチンは実行されるが、ＬＥＤアレイ光源３２が取
り外されない限り、ステップ２００１及び２００３から
成るルーチンだけが繰り返され、タイミングジェネレー
タ４０の設定は維持される。
【００７０】もし一方タイプのスコープ１０から他方タ
イプのスコープ１０への交換に伴い、ＬＥＤアレイ光源
３２も一方タイプから他方タイプへ交換されるとき、マ
イクロスイッチ３７はオン状態からオフ状態に移行する
ので、このとき設定確認フラグＦは一旦“０”に戻され
（ステップ２００２）、ＬＥＤアレイ光源３２の交換が
完了したとき、そのタイプに応じてタイミングジェネレ
ータ４０の設定が再び行われる（ステップ２００６又は
２００７）。
【００７１】図２１を参照すると、本発明による電子内
視鏡の第２の実施形態がブロック図として示され、この
第2の実施形態は、画像信号処理ユニット１２内に文字
信号発生回路５４が設けられている点、及びスコープ１
０に不揮発性メモリとしてＥＥＰＲＯＭ(electrically 
erasable programmable read-only memory)５６が設け
られている点を除けば、上述した第１の実施形態と実質
的に同じものである。なお、図２１では、図１に示した
構成要素と同様な構成要素については同じ参照符号が用
いられている。
【００７２】文字信号発生回路５４はビデオＲＡＭ及び
キャラクタジェネレータから構成される。第２の実施形
態では、コントローラ３８のＲＯＭにはＴＶモニタ５０
に表示されるべき種々の文字情報に対応した文字コード
データが格納される。所定の文字情報をＴＶモニタ５０
に表示するときには、その所定の文字情報に対応した文
字コードデータがシステムコントローラ３８から読み出
されて文字信号発生回路５４のビデオＲＡＭの所定アド
レスに書き込まれ、このとき文字信号発生回路５４のキ
ャラクタジェネレータではかかる文字コードデータに対
応した文字パターン信号が発生させられ、この文字パタ
ーン信号はＤ／Ａ変換器４８から出力されるアナログ・
コンポーネント・ビデオ信号に重畳させられ、これによ
り所定の文字情報がＴＶモニタ５０に内視鏡像と共に所
定位置に表示される。なお、ＴＶモニタ５０の表示画面
上での文字情報の表示位置はビデオＲＡＭに書き込まれ
る文字コードデータのアドレスに対応する。
【００７３】なお、周知のように、電子内視鏡では、Ｔ
Ｖモニタ５０の表示画面上には種々の文字情報が表示さ
れるようになっているが、本実施形態に特に関係する文
字情報としては、例えば“ＬＥＤアレイを交換してい下
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さい”というメッセージが挙げられる。
【００７４】第２実施形態では、Ａタイプのスコープ１
０のＥＥＰＲＯＭ５６には該スコープ１０がＡタイプで
あることを示すタイプ情報が格納され、またＢタイプの
スコープ１０のＥＥＰＲＯＭ５６には該スコープ１０が
Ｂタイプであることを示すタイプ情報が格納されてい
る。図２１から明らかなように、Ａタイプ及びＢタイプ
のいずれかのスコープ１０が画像信号処理ユニット１２
に接続されると、ＥＥＰＲＯＭ５６は画像信号処理ユニ
ット１２のシステムコントローラ３８に接続され、この
とき画像信号処理ユニット１２の電源スイッチがオンさ
れていれば、上述のタイプ情報がＥＥＰＲＯＭ５６から
システムコントローラ３８によって取り込まれ、これに
より画像信号処理ユニット１２にスコープ１０が接続さ
れているか否かが判断され得る。
【００７５】図２２を参照すると、図２１に示す第２の
実施形態のシステムコントローラ３８で実行されるタイ
ミングジェネレータ設定ルーチンのフローチャートが示
され、このタイミングジェネレータ設定ルーチンも第１
の実施形態の場合と同様に所定の時間間隔例えば20ms毎
に実行される時間割込みルーチンとして構成される。ま
た、上述のタイミングジェネレータ設定ルーチンと同様
に、タイミングジェネレータ設定ルーチンの実行開始に
ついては画像信号処理ユニット１２の電源ＯＮ／ＯＦＦ
スイッチ１２ｄ（図４）がオンさた後とされることも第
１の実施形態の場合と同様である。
【００７６】ステップ２２０１では、マイクロスイッチ
３７がオン状態にあるか否かが判断される。即ち、Ａタ
イプ或いはＢタイプのいずれかのＬＥＤアレイ光源３２
が画像信号処理ユニット１２の切欠き開口部１２ｅ内に
装着されたか否かが判断される。マイクロスイッチ３７
がオフのとき、即ちいずれのタイプのＬＥＤアレイ光源
３２も装着されていないとき、ステップ２２０２に進
み、そこで設定確認フラグＦが“０”とされる。その
後、本ルーチンは20ms経過毎に実行されるが、マイクロ
スイッチ３７がオフ状態である限り、何等の進展もな
い。なお、設定確認フラグＦは第１の実施形態の場合と
同様にタイミングジェネレータに対する設定が完了して
いるか否かを指示するフラグであり、電源ＯＮ／ＯＦＦ
スイッチ１２ｄのオン直後の初期状態では、Ｆ＝０とさ
れている。
【００７７】ステップ２２０１でマイクロスイッチ３７
のオンが確認されたとき、即ちＡタイプ或いはＢタイプ
のＬＥＤアレイ光源３２のいずれかの装着が確認される
と、ステップ２２０３に進み、そこでフラグＦが“０”
であるか否かが判断される。現段階では、Ｆ＝０である
ので、ステップ２２０４に進み、そこでスコープ１０が
画像信号処理ユニット１２に接続されているか否かが判
断される。もしスコープ１０の接続が確認されないと
き、本ルーチンは一旦終了する。その後、本ルーチンは
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20ms経過毎に実行されるが、スコープ１０の接続が確認
されない限り、何等の進展もない。
【００７８】ステップ２２０４でスコープ１０の接続が
確認されると、ステップ２２０５に進み、そこでＬＥＤ
ドライバ３４の検出回路３２ａの出力電圧ＤＶが検出さ
れる。次いで、ステップ２２０６では、検出電圧ＤＶが
０ボルト以上であるか否かが判断される。即ち、画像信
号処理ユニット１２に装着されたＬＥＤアレイ光源３２
がＡタイプのものであるかＢタイプのものであるかが判
断される。
【００７９】ステップ２２０６でＤＶ＞０のとき、即ち
ＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２が装着されていると
き、ステップ２２０７に進み、そこで画像信号処理ユニ
ット１２接続されたスコープ１０がＡタイプのものであ
るか否かが判断される。勿論、そのような判断はスコー
プ１０のＥＥＰＲＯＭ５６から取り込まれたタイプ情報
に基づいて行われる。
【００８０】ステップ２２０７でもしスコープ１０がＢ
タイプのものであれば、そのスコープ１０は画像信号処
理ユニット１２に装着されたＬＥＤアレイ光源３２（Ａ
タイプ）とは不一致なものとなるので、ステップ２２０
８に進み、そこでエラー表示がＴＶモニタ５０で行われ
る。即ち、“ＬＥＤアレイを交換してい下さい”という
メッセージがＴＶモニタ５０で表示される。勿論、その
ようなエラー表示については、“ＬＥＤアレイを交換し
てい下さい”という文字情報に対応した文字コードデー
タをシステムコントローラ３８のＲＯＭから読み出して
文字信号発生回路５４のビデオＲＡＭの所定アドレスに
書き込むことにより行われる。その後、本ルーチンは20
ms経過毎に実行されるが、スコープ１０がＢタイプのも
からＡタイプのものに交換されない限り、或いはＬＥＤ
アレイ光源３２がＡタイプのものからＢタイプのものに
交換されな限り、何等の進展はない。
【００８１】ステップ２２０７でスコープ１０がＡタイ
プのもであることが確認されると、ステップ２２０７か
らステップ２２０９に進み、そこでエラー表示、即ち
“ＬＥＤアレイを交換してい下さい”というメッセージ
の表示が成されているか否かが判断される。もしエラー
表示が成されている場合には、ステップ２２１０に進
み、そこでエラー表示が削除される。一方、エラー表示
が成されていない場合には、ステップ２２１０を迂回す
る。
【００８２】いずれにしても、ステップ２２１１では、
タイミングジェネレータ４０の設定がＡタイプのスコー
プ１０及びＡタイプのＬＥＤアレイ光源３２に合わせる
ように行われる。要するに、例えば、撮像センサ１４に
対する露光及びそこからの画素信号の読出し等が図９の
タイミングチャートに従うようにタイミングジェネレー
タ４０の設定が行われる。次いで、ステップ２２１２に
進み、そこで設定確認フラグＦは“０”から“１”に書
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き換えられ、これによりタイミングジェネレータ４０の
設定が完了したことが指示される。その後、20ms経過毎
に本ルーチンは実行されるが、ＬＥＤアレイ光源３２が
取り外されない限り、ステップ２２０１及び２２０３か
ら成るルーチンだけが繰り返され、タイミングジェネレ
ータ４０の設定は維持される。
【００８３】一方、ステップ２２０６でＤＶ＝０のと
き、即ちＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２が装着されて
いるとき、ステップ２２１３に進み、そこで画像信号処
理ユニット１２接続されたスコープ１０がＡタイプのも
のであるか否かが判断される。勿論、そのような判断は
スコープ１０のＥＥＰＲＯＭ５６から取り込まれたタイ
プ情報に基づいて行われる。
【００８４】ステップ２２１３でもしスコープ１０がＡ
タイプのものであれば、そのスコープ１０は画像信号処
理ユニット１２に装着されたＬＥＤアレイ光源３２（Ｂ
タイプ）とは不一致なものとなるので、ステップ２２１
４に進み、そこで上述の場合と同様なエラー表示がＴＶ
モニタ５０で行われる。その後、本ルーチンは20ms経過
毎に実行されるが、スコープ１０がＡタイプのもからＢ
タイプのものに交換されない限り、或いはＬＥＤアレイ
光源３２がＢタイプのものからＡタイプのものに交換さ
れな限り、何等の進展はない。
【００８５】ステップ２２１３でスコープ１０がＢタイ
プのもであることが確認されると、ステップ２２１３か
らステップ２２１５に進み、そこでエラー表示が成され
ているか否かが判断される。もしエラー表示が成されて
いる場合には、ステップ２２１６に進み、そこでエラー
表示が削除される。一方、エラー表示が成されていない
場合には、ステップ２２１６を迂回する。
【００８６】いずれにしても、ステップ２２１７では、
そこでタイミングジェネレータ４０の設定がＢタイプの
スコープ１０及びＢタイプのＬＥＤアレイ光源３２に合
わせるように行われる。要するに、例えば、撮像センサ
１４に対する露光及びそこからの画素信号の読出し等が
図１６のタイミングチャートに従うようにタイミングジ
ェネレータ４０の設定が行われる。次いで、ステップ２
２１２に進み、そこで設定確認フラグＦは“０”から
“１”に書き換えられ、これによりタイミングジェネレ
ータ４０の設定が完了したことが指示される。その後、
20ms経過毎に本ルーチンは実行されるが、ＬＥＤアレイ
光源３２が取り外されない限り、ステップ２２０１及び
２２０３から成るルーチンだけが繰り返され、タイミン
グジェネレータ４０の設定は維持される。
【００８７】上述の記載から明らかなように、第２の実
施形態では、画像信号処理ユニット１２に接続されたス
コープ１０と画像信号処理ユニット１２に装着されたＬ
ＥＤアレイ光源３２とが互いに不一致のタイプのものと
されたとき、ＴＶモニタ５０でエラー表示が行われ、こ
のため電子内視鏡装置の操作者にかかる不一致問題を速*
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*やかに知らせることができる。
【００８８】上述した第１及び第２の実施形態では、三
原色の発光ダイオードの個数については全体で49個とさ
れているが、必要に応じて、その総数を更に増大して十
分な照明光量を得るようにしてもよい。
【００８９】また、上述した実施形態においては、ＬＥ
Ｄアレイ光源には赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオ
ード及び青色発光ダイオードの三原色の発光ダイオード
が用いられているが、三原色光のうちの2色に対してほ
ぼ同一の分光感度特性を持つような撮像センサを備えた
スコープにおいては、二色の発光ダイオードを用いて三
原色光を得るようにしてもよい。例えば、赤色光及び緑
色光に対してほぼ同一の分光感度特性を持つ撮像センサ
を備えたＢタイプのスコープについては、ＬＥＤアレイ
光源にイエロー発光ダイオードと青色発光ダイオードと
の二色の発光ダイオードだけを用いることが可能であ
る。周知のように、イエロー光は赤色光及び緑色光から
成るものであるから、イエロー発光ダイオードと青色発
光ダイオードの個数を適宜変えることにより、Ｂタイプ
のスコープの撮像センサの分光特性の偏りを相殺するこ
とができる。
【００９０】更にまた、本発明は補色（４色）方式のカ
ラーフィルタを持つ撮像センサにも適用可能であり、こ
の場合の分光感度特性の偏りについても三原色発光ダイ
オードの個数を適宜変えることにより相殺することがで
きる。
【００９１】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による電子内視鏡装置にあっては、先に述べた特開昭63
-260526号公報のようにスコープの遠位端に発光ダイオ
ードを設けるのではなく、複数の発光ダイオードをＬＥ
Ｄアレイ光源として画像信号処理ユニット側に設けるの
で、その総数については実質的に制限されることはな
く、このため発光ダイオードによる十分な照明光量を確
保することが可能である。また、本発明によれば、三原
色のそれぞれの色の発光ダイオードの個数を適宜変える
ことにより、撮像センサの分光感度特性の偏りを相殺す
ることができるので、適正な色バランスの内視鏡像を得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による電子内視鏡装置の第１の実施形態
の概略ブロック図である。
【図２】本発明による電子内視鏡装置のＡタイプのスコ
ープの概略図である。
【図３】本発明による電子内視鏡装置のＢタイプのスコ
ープの概略図である。
【図４】本発明による電子内視鏡装置の画像信号処理ユ
ニットと共にＬＥＤアレイ光源を示す斜視図である。
【図５】本発明による電子内視鏡装置で用いるＡタイプ
のＬＥＤアレイ光源の側面図である。
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【図６】本発明による電子内視鏡装置で用いるＢタイプ
のＬＥＤアレイ光源の側面図である。
【図７】ＡタイプのＬＥＤアレイ光源をＬＥＤドライバ
に接続した際の回路構成図である。
【図８】ＢタイプのＬＥＤアレイ光源をＬＥＤドライバ
に接続した際の回路構成図である。
【図９】ＡタイプのスコープとＡタイプのＬＥＤアレイ
光源を用いた際の電子内視鏡装置の作動を説明するため
のタイミングチャートである。
【図１０】Ａタイプのスコープの撮像センサの分光感度
特性の偏りを示すグラフである。
【図１１】ＡタイプのＬＥＤアレイ光源の三原色のそれ
ぞれの色の発光ダイオードの発光強度分布を示すグラフ
である。
【図１２】図１１に示す三原色の発光ダイオードの発光
強度分布が図１０に示す分光感度特性の偏りのために見
掛け上変化を受けた際の三原色のそれぞれの色の発光強
度分布を示すグラフである。
【図１３】ＡタイプのＬＥＤアレイ光源の三原色のそれ
ぞれの色の発光ダイオードの個数が同数であると仮定し
た際に得られるべきアナログ・コンポーネント・ビデオ
信号の赤色信号成分、緑色信号成分及び青色信号成分の
強度を模式的に示す説明図である。
【図１４】図１０に示す分光感度特性の偏りを相殺すべ
くＡタイプのＬＥＤアレイ光源の三原色のそれぞれの色
の発光ダイオードの個数の比率をどのように変えるかを
模式的に示す説明図である。
【図１５】図１４に示すＡタイプのＬＥＤアレイ光源に
よって得られるべきアナログ・コンポーネント・ビデオ
信号の赤色信号成分、緑色信号成分及び青色信号成分の
それぞれの強度を模式的に示す説明図である。 *
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*【図１６】ＢタイプのスコープとＢタイプのＬＥＤアレ
イ光源を用いた際の電子内視鏡装置の作動を説明するた
めのタイミングチャートである。
【図１７】Ｂタイプのスコープの撮像センサの分光感度
特性の偏りを示すグラフである。
【図１８】図１１に示す三原色の発光ダイオードの発光
強度分布が図１７に示す分光感度特性の偏りのために見
掛け上変化を受けた際の三原色のそれぞれの色の発光強
度分布を示すグラフである。
【図１９】図１７に示す分光感度特性の偏りを相殺すべ
くＢタイプのＬＥＤアレイ光源の三原色のそれぞれの色
の発光ダイオードの個数の比率をどのように変えるかを
模式的に示す説明図である。
【図２０】図１に示すシステムコントローラで時間割込
みルーチンとして実行されるタイミングジェネレータ設
定ルーチンのフローチャートである。
【図２１】本発明による電子内視鏡装置の第２の実施形
態の概略ブロック図である。
【図２２】図２１に示すシステムコントローラで時間割
込みルーチンとして実行されるタイミングジェネレータ
設定ルーチンのフローチャートである。
【符号の説明】
１０  スコープ
１２  画像信号処理ユニット
１４  撮像センサ
３０  光源ユニット
３２  ＬＥＤアレイ光源
３４  ＬＥＤドライバ
３８  システムコントローラ
４０  タイミングジェネレータ

【図１】 【図１３】
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